
令和７年度 静岡県水産・海洋技術研究所浜名湖分場体験学習施設

指定管理者選考・評価委員会 年度評価結果

１ 要旨（評価概要）

静岡県水産・海洋技術研究所浜名湖分場体験学習施設（愛称：ウォット）における

指定管理業務を、より適正な管理運営や提供するサービスの向上に繋げていくため、

令和７年度の指定管理実績を外部有識者による評価委員会により評価したところ、平

均評価点は 93.8 点（100 点満点）であった。今後の業務改善に活用していく。

２ 評価委員会の概要

３ 評価項目と配点

評価年月 令和８年３月

評価年度 令和７年度（令和７年４月１日～令和８年３月 31 日）

評価対象者 （指定管理者）環浜名湖の地域活性を考える会

評価委員

（50 音順）

河合 一徳 （浜松市中央区舞阪支所長）

土屋 考司 （伊豆・三津シーパラダイス飼育長）

高橋 良和 （静岡県西部地域局長）

寺田 久美子 （舞阪の自然を守る会事務局長）

長谷川 勝治（委員長） （元静岡県立焼津水産高等学校長）

評価項目 評価細目 上限点数 ウエート
評価

合計点数

１基本的報告事項

(1)開館状況 ５点 ２ 10 点

(2)利用者数 ５点 ２ 10 点

(3)職員配置状況 ５点 １ ５点

(4)展示魚等の飼育管

理状況
５点 ２ 10 点

２県民の平等な利用

の確保及びサービ

スの向上

(5)利用者の満足度の

状況
５点 ２ 10 点

(6)多くの人々への学

習機会の提供
５点 ３ 15 点

３体験学習施設の効

用を最大限に発揮

(7)利用者の拡大のた

めの努力
５点 ３ 15 点

４安定した管理能力

(8)危機管理体制 ５点 ２ 10 点

(9)設備・備品管理能力

等
５点 １ ５点



４ 評価結果

５前年度までの改善

提案への対応
(10)改善状況 ５点 ２ 10 点

合 計 50点 100 点

配 点 評価区分 ウエート 評価の重要度

５点 大変評価できる ３ 特に重要

４点 概ね評価できる ２ 重要

３点 評価できる １ 普通

２点 やや努力を要する

１点 努力を要する

０点 評価できない

評価項目 評価細目
評価合計点数

（平均）

１基本的報告事項

(1)開館状況 9.6 点/ 10 点

(2)利用者数 10点/ 10 点

(3)職員配置状況 4.2 点/ 5 点

(4)展示魚等の飼育管理状況 8.8 点/ 10 点

２県民の平等な利用の

確保及びサービスの

向上

(5)利用者の満足度の状況 9.6 点/ 10 点

(6)多くの人々への学習機会の提供 15点/ 15 点

３体験学習施設の効用

を最大限に発揮
(7)利用者の拡大のための努力 14.4 点/ 15 点

４安定した管理能力

(8)危機管理体制 8.8 点/ 10 点

(9)設備・備品管理能力等 4.2 点/ 5 点

５前年度までの改善提

案への対応
(10)改善状況 9.2 点/ 10 点

合 計 93.8 点/100 点



５ 委員の主な意見

項目 委員コメント

(１)開館状況

・夏冬などの長期休暇期間に開館日を増やす等、来場の機会を多

く提供している様子が見受けられる。

・320 日以上の開館や夜間営業の実施など、利便性の確保に努め

ており評価できる。

(２)利用者数

・年々入館者数が増加しており工夫をこらした施策が評価でき

る。

・研究所併設の小規模体験型施設という制約の中、目標値を超え

て毎年着実に利用者数を増やしている。

(３)職員配置状

況

・職員の人数を増やす努力がうかがえる。

・経験者等の採用や資質向上の取組に加え、退職者の補充を速や

かに行っており、人員体制の維持に努めている。

(４)展示魚等の

飼育管理状

況

・豊富な魚種で浜名湖の特徴をよく表した展示がされている。

・来館の度に展示に変化が見られ楽しめる。

・展示種数と個体数のバランスを取りながら、適切に飼育管理で

きている。

(５)利用者の満

足度の状況

・生き物に触れあう体験も多さが満足度の向上に繋がっている。

・入館者数の増加からも、リピーターの多さ、満足度の高さがう

かがえる。

・全体的な利用者の満足度の高さ、再訪意欲がうかがえる。

(６)多くの人々

への学習機

会の提供

・ウォットでないと体験することのできないような学習機会を

提供しており評価できる。

・少ない職員数で多くの体験学習を開催しており評価できる。

・年間を通じて、体験教室など様々な事業を実施するとともに、

学生等の受入も積極的に行っている。

(７)利用者拡大

のための努

力

・ポスターが非常に魅力的で思わず足を止めてしまうデザイン

となっている。

・学校や企業との関わりを強めていることから多くの人に体験

の機会を提供できており評価できる。

・メディアを始め、行政・教育・関係団体・施設など多様な媒体

で広報活動ができている。

(８)危機管理体

制

・訓練等しっかり行われている。

・必要なマニュアルがきちんと整備されている。

(９)設備・備品

管理能力

・建設から 25 年が経過した施設であることから、施設維持のた

めに今後もこまめなメンテナンスを期待する。

・館内設備機器の修繕リスト等、細部にまでよく目が行き届いて

いると思われる。

(10)改善状況

・指摘を前向きに捉え、改善を図っている姿勢がうかがえる。

・展示物の充実や災害等への対応も関係機関と協力してよく進

められている。


